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１ 管理業務の実施計画 

１管理運営体制

  １）31 年度基本方針

①施設の管理運営の基本方針

体育館・青少年センター及び屋外施設が、市民の福祉を増進する目的を持って住民の利用に

供するための、芦屋市を代表する「公の施設」であり、「市民の健康と体力の向上」「青少年の

健全な育成と福祉の増進」といった複数の役割を同時に果たす施設であることを理解し、市の

目指す「すべての市民、スポーツ団体、学校・大学、行政等が参画し、ささえ、連携・協働を

推進し、あしやスポーツ文化を創る。」の実現のため「誰もが、いつでも、どこでも、いつま

でも」スポーツに親しむことのできる、芦屋市民の豊かなスポーツライフの実現を推進します。

そのため以下の３項目をあらゆる活動の基本的なテーマとし、芦屋市のスポーツの現状と課題

を踏まえた、効果的かつ安定的な管理運営を行います。

・スポーツ・健康づくり活動を通じて、市民の「こころ」と「からだ」の健康づくりに寄与し

ます。

・スポーツによって感動や絆を深められる、潤いと楽しさのある施設づくりに努めます。

・人や地域のコミュニケーションを活性化させ、生き生きとした地域社会の実現を目指します。

２）基本情報

①基本データ

   （ア）芦屋市立体育館・青少年センター 

住  所  芦屋市川西町１５番３号 

供用時間  ９時００分～２０時５０分（開館時間８時５０分～２１時２０分） 

      【平成31年度】 

７時００分～２３時００分（開館時間６時５０分～２３時２０分） 

       ※早朝区分及び深夜区分開設については自主事業として実施。 

※早朝区分及び深夜区分開設については申請があった時のみ実施。 

       ※トレーニング室は２１時５０分まで常時開設。 

休 館 日  ・毎月第１・第３月曜日（祝日の場合は翌日に振替） 

・１２月２７日～１月４日 

【平成31年度】 

・４月度まで：第１・第３月曜日 

・５月度から：毎月第３月曜日（祝日の場合は翌日に振替） 

・１２月３１日～１月３日 

 ※５月度からの毎月第１月曜日開館及び年末年始開館については自主事業と

して実施。 
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   利用料金   

    a 専用使用 

※競技場の半面を使用する場合は，当該使用区分に係る使用料は半額とする。 

※市外居住者及び団体等が使用するときは，当該使用区分に係る使用料の１００％の額を加算 

する。 

※使用者が入場料その他これに類するものを徴収するときは，当該使用区分に係る使用料の５ 

０％の額を加算する。 

※体育事業及び青少年活動以外に使用するときは，当該使用区分に係る使用料の１００％の額 

を加算する。 

※２区分以上を引き続いて使用するときは，区分の間の時間は使用に供して差し支えないもの 

とし，この間の使用料は別に徴収しない。 

※第５条の２第３項の規定により，９時以前又は２０時５０分以後にセンターを使用する場合 

の使用１時間までごとの使用料は，９時以前の使用にあっては午前の区分の使用料の額に，２ 

０時５０分以後の使用にあっては夜間の区分の使用料の額に，それぞれ１７０分の６０を乗じ 

て得た額（１００円未満切上げ）とする。 

区分  

室名 

午前 午後 夜間 

9時～ 

11時50分 

12時～ 

14時50分 

15時～ 

17時50分 

18時～ 

20時50分 

競技場 10,200円 10,200円 10,200円 20,400円 

剣道場 1,700円 1,700円 1,700円 4,200円 

柔道場 1,700円 1,700円 1,700円 4,200円 

弓道場 
弓道使用 1,700円 1,700円 1,700円 4,200円 

その他使用 2,600円 2,600円 2,600円 6,100円 

控え室 1,400円 1,400円 1,400円 2,200円 

多目的室(1)  600円 600円 600円 1,100円 

多目的室(2) 1,200円 1,200円 1,200円 1,800円 

多目的室(3) 2,000円 2,000円 2,000円 3,400円 

大会議室 2,000円 2,000円 2,000円 3,400円 

第1会議室 700円 700円 700円 1,300円 

第2 会議室 600円 600円 600円 1,100円 

第1 研修室 1,300円 1,300円 1,300円 2,000円 

第2 研修室 1,300円 1,300円 1,300円 2,000円 

音楽室 1,800円 1,800円 1,800円 2,500円 

多目的研修室 800円 800円 800円 1,500円 
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b 一般使用 

区分 使用料 

トレーニング室 １回（2 時間） 300 円 

回数券（11 枚綴り） 3,000 円 

駐車場 30 分までごとに100 円（最初の30 分以内は無料） 

※トレーニング室は，中学生以下を除く。 

※オープン時間は，体育館・青少年センターの供用日時と同じ。 

c 附属設備 

品名 単位 使用料金 

アリーナ放送設備 一式 1,000円 

アリーナ空調設備  一式 700円 

調理台 １台 500円 

更衣ロッカー １台 100円 

物品ロッカー（大） １台 2,000円 

物品ロッカー（小） １台 1,000円 

※アリーナ放送設備は１日１回をもって１単位とする。 

※アリーナ空調設備は３０分をもって１単位とする。 

※競技場の半面のアリーナ空調設備を使用する場合の使用料金は半額とする。 

※アリーナ空調設備の使用時間が３０分未満であるとき，又は使用時間に３０分未満の端数を 

生じたときは，３０分とする。 

※調理台は１使用区分をもって１単位とする。 

※更衣ロッカーは１日１回をもって１単位とする。 

※物品ロッカー（大）及び物品ロッカー（小）は１月をもって１単位とする。 

（イ）川西運動場 

住    所    芦屋市川西町６４番 

供用時間    ９時００分～２１時００分 

【平成31年度】 

７時００分～２１時００分 

       ※早朝区分開設については自主事業として実施。 

       ※早朝区開設については申請があった時のみ実施。 

休 場 日    １２月２８日～１月４日 

【平成31年度】 

・１２月３１日～１月３日 

 ※年末年始開館については自主事業として実施。 



4 

利用料金   

a 専用使用 

施設の種類 使用料 超過料金 

運動場 1 時間 600 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）600 円 

b 附属設備 

設備の種類 使用料 超過料金 

照明 1 時間 50 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）50円 

（ウ）東浜公園庭球場 

住    所    芦屋市浜風町６番１ 

供用時間  ４月～９月     ９時００分～１９時００分 

      １０月～３月    ９時００分～１７時００分 

休 場 日    １２月２８日～１月４日 

【平成31年度】 

・１２月３１日～１月３日 

 ※年末年始開館については自主事業として実施。 

利用料金 

施設の種類 使用料 超過料金 

庭球場 1 時間 600 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）600 円 

（エ）西浜公園庭球場 

住    所    芦屋市潮見町２番１ 

供用時間  ４月～９月     ９時００分～１９時００分 

      １０月～３月    ９時００分～１７時００分 

休 場 日    １２月２８日～１月４日 

【平成31年度】 

・１２月３１日～１月３日 

 ※年末年始開館については自主事業として実施。 

利用料金 

施設の種類 使用料 超過料金 

庭球場 1 時間 600 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）600 円 

（オ）芦屋中央公園野球場 

住    所  芦屋市若葉町１（芦屋中央公園内） 

供用時間  ４月～９月     ７時００時～２１時００分 

１０月１１月３月  ９時００分～２１時００分 

１２月～２月    ９時００分～１７時００分 

【平成31年度】 

・４月～９月     ７時００時～２１時００分 
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・１０月１１月３月  ７時００分～２１時００分 

・１２月～２月    ７時００分～１７時００分 

      ※早朝区分開設については自主事業として実施。 

※１０月１１月３月及び１２月～２月の早朝区分開設については申請があった

時のみ実施。 

休 場 日    １２月２８日～１月４日 

【平成31年度】 

・１２月３１日～１月３日 

 ※年末年始開館については自主事業として実施。 

利用料金 

a 専用使用 

施設の種類 使用料 超過料金 

野球場 1 時間 1,800 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）1,800円 

b 一般利用 

施設の種類 使用料 超過料金 

駐車場 30 分までごとに 

100 円 

8 時から翌日の8 時までは，700 円を上限とする。 

c 附属設備 

設備の種類 使用料 超過料金 

野球場 

照明 

30 分2,100 円 

(30 分未満は 

30 分とする) 

1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）600 円 

野球場 

スコアボー 

ド 

1 時間400 円 

(1 時間未満は 

1 時間とする) 

1 時間につき400 円 

(1 時間未満は1 時間とする。) 

野球場 

放送器具 

1 式500 円  

（オ）芦屋中央公園芝生広場 

住    所    芦屋市若葉町１（芦屋中央公園内） 

供 用 日    第１、第２、第３土曜日、第１、第２、第３日曜日その他大会に必要と認める日 

供用時間    ９時００分～１７時００分 

利用料金

a 専用使用 

施設の種類 使用料 超過料金 

芝生広場 1 時間 1,800 円 1 時間増すごとに（1 時間未満は1 時間とする）1,800円 
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b 一般利用 

施設の種類 使用料 超過料金 

駐車場 30 分までごとに 

100 円 

8 時から翌日の8 時までは，700 円を上限とする。 

３）組織・管理体制

①役員名簿

 別紙１「役員名簿」参照

②事務局・要員体制・従業員配置図

    別紙２「S&N スポーツマネジメント芦屋管理業務組織図」参照

    別紙３「要員体制・従業員配置図」参照

２管理運営計画

当グループは、当施設を管理運営するにあたり、下記の８つの基本方針を定め、民間企業の効率

性・専門企業のノウハウ・地域密着プロチームのネットワーク等、持てる能力を最大限に活用した

管理運営を行い、施設の設置目的を効果的に達成したいと考えます。また、本事業を地域貢献事業

と位置づけ、基本理念をスタッフ全員で共有しながら、グループ一丸となった施設づくり及びまち

づくりに取り組みます。

私たちは「芦屋市スポーツ推進実施計画」等の関連計画・施策を踏まえ、市の目指す「すべての

市民、スポーツ団体、学校・大学、行政等が参画し、ささえ、連携・協働を推進し、あしやスポー

ツ文化を創る。」を芦屋市民の方々と一緒に実現していくため、市の総合的なスポーツ拠点施設の

立場から積極的な活動を行っていきたいと考えております。

そのために、「スポーツ文化の定着」をキーワードに、いままでよりも気軽に参加でき、且つい

ままでよりも密接なつながりの持てる、新たなスポーツ・健康づくりコミュニティの創出を目指し

てまいります。

〔８つの活動指針〕

①市民のスポーツ振興と健康づくりの拠点施設としての役割を果たします。

②常に平等で公平な運営を行います。

③安全で安心して利用できる施設管理を行います。

④施設の利用促進と収入増大を図ります。

⑤公共性（公共事業であること）を理解した施設運営を行います。

⑥地域連携による生き生きとした管理運営を行います。

⑦効果的・効率的な運営を図ります。

⑧環境に配慮した管理運営を行います。
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１）本来事業

①内容

(1) 施設利用の許可等

ア 施設の入館許可等

 イ 利用申請の受付及び利用許可等

  ・予約・受付業務

  ・使用の変更受付

  ・雨天等、天候が不良な場合の可否の判断

 ウ 利用料金徴収業務

 エ 利用料金の減免

 オ 入場制限

 カ ホームレスに対する措置

 キ 中央公園芝生広場の管理

 ク 川西運動場の開放

 ケ 体育館・青少年センター競技場の開放

 コ 市関連事業等での使用

(2) 施設利用にあたってのサービス、指導等

 ア サービスに関すること

 イ 指導等に関すること

 ウ トラブル対応に関すること

 エ 拾得物・残置物の処理に関すること

(3) 日常業務

 ア 始業及び終了点検など、施設及び設備に係る日常の業務

 イ 終了時の施錠など施設建物全体の防犯に関すること

 ウ 利用者に対しするごみ持ち帰りの周知徹底など、衛生環境の確保

 エ 事故防止や迷惑行為防止のため施設巡回、施設内の状況把握、必要に応じた指導など

(4) 駐車場の管理

(5) その他施設の管理

②稼働率目標

    別紙４「利用状況及び稼働率予測表」参照

③利用件数（利用者数）目標

別紙４「利用状況及び稼働率予測表」参照

④収入目標

別紙５「収入目標表」参照
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２）芦屋市スポーツ推進実施計画に基づいた事業

（１）「ライフステージに応じたスポーツの推進」事業

   【事業名】みんなでラジオ体操

 ①開催時期

 平成３１年８月

②内容

川西運動場と芦屋中央公園芝生広場に市民が集合し、朝6時半から一斉にラジオ体操を実施。

健康情報コーナーやイベントブースを設置し、幅広い年齢層がスポーツ・健康に親しんでも

らうイベント。

③目的・見込まれる効果

 集まった方々に施設やスポーツ・健康づくりの情報を届け、各世代の市民にスポーツ・健康

づくりに関心を持っていただくため。

④参加者数目標

200 名

⑤収入目標

0 円（参加料無料）

【事業名】パラスポーツデー

 ①開催時期

 平成３１年１２月

②内容

芦屋市立体育館・青少年センター内で、（公財）兵庫県障害者スポーツ協会の協力を得て、

パラスポーツの体験や観覧を通じて、認知度や関心を高めるきっかけ作り。2020 年のパラ

リンピック応援イベントとしても実施。

（内容未定）

③目的・見込まれる効果

 パラスポーツの体験や観覧を通じて、市民の障害者スポーツに関する認知度や関心を高める。

④参加者数目標

50 名

⑤収入目標

0 円（参加料無料）

【事業名】体力測定会

 ①開催時期

 平成３１年９月，平成３２年３月
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②内容

芦屋市立体育館・青少年センター内で、高機能体組成計「InBody」や体を透かし見るボディ・

バランス認識システム「peek a body」、歩く姿勢を数値化する「歩行姿勢測定システム」を

活用した測定会。

③目的・見込まれる効果

 スタッフが利用者へカウンセリングを行い、その人に最適な運動・健康づくりのアドバイス

を行うことで、運動や体力づくりに取り組むきっかけを作る。

④参加者数目標

42 名（1 回 21 名）

⑤収入目標

12,600 円（参加料 300 円×42 名）

【事業名】かけっこ教室

 ①開催時期

 平成３１年９月，平成３２年３月

②内容

速く走れるコツが自分のものとなるように反復練習を行う単発教室の開催。

③目的・見込まれる効果

 早く走れるようになると自信がもて、子どもの積極性の向上につながる。

④参加者数目標

28 名（1 回 14 名）

⑤収入目標

22,400 円（参加料 800 円×28 名）

【事業名】きっかけづくり教室

 ①開催時期

 毎月１回

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターで、健康や運動への取組や活動が少ない方、苦手な方のた

めの 1 回限りの教室イベントを実施する。毎月様々な教室を実施する。

【開催案】

４月 膝・股関節講座

５月 運動不足解消トレーニング

６月 身体バランス改善講座

７月 親子ＤＥ体操

８月 逆上がり教室

９月 チェアエクササイズ
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１０月 腰痛予防体操

１１月 かんたんスロトレ

１２月 認知症予防体操

１月 1 日幼児体操

２月 かんたんヨガ

３月 青竹エクササイズ

③目的・見込まれる効果

 興味に沿ったプラグラムを選び、体験して頂くことで、生活改善や健康活動の促進、苦手の

克服など、行動変容の機会の提供をする。

④参加者数目標

168 名（1 回 14 名）

⑤収入目標

84,000 円（参加料 500 円×168 名）

（２）「スポーツ文化の推進」事業

   【事業名】トップアスリートイベント

 ①開催時期

 平成３１年７月

②内容

オリンピックメダリストや元プロ選手を例とするトップアスリートによるイベントや講演

会の開催。（内容未定）

③目的・見込まれる効果

 アスリートとの出会いや高い技術、高度なプレーを体感することで、スポーツへの取り組み

方を学び、意欲を高め、未来のトップアスリートを育成につなげる。

④参加者数目標

40 名

⑤収入目標

0 円（参加料無料）

【事業名】スポーツ展示

 ①開催時期

 平成３２年２月

②内容

芦屋市立体育館・青少年センター内で、芦屋市のスポーツにまつわる写真や絵画展、芦屋市

出身アスリートの情報などを展示する。（内容未定）

③目的・見込まれる効果



11 

 スポーツの魅力やスポーツ文化に触れることでスポーツへの関心、裾野拡大につなげる。

④参加者数目標

200名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

（３）「ささえるスポーツの推進」事業

   【事業名】指導者養成セミナー

 ①開催時期

 平成３２年１月

②内容

トップアスリート育成経験のあるコーチやトレーナーやスポーツ医・科学を活用した講習会

の開催。（内容未定）

③目的・見込まれる効果

 指導スキルの向上やケガの防止法など、スポーツ現場に携わる指導者のレベルアップを目的

とする。

④参加者数目標

20名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

   【事業名】スポーツリーダー講習会

 ①開催時期

 平成３２年２月

②内容

体育館・青少年センターにて、地域スポーツクラブに携わる指導者を対象とした講習会を開

催する。

③目的・見込まれる効果

 指導するために知っておきたい解剖・生理学やトレーニング理論、応急手当などを分かり易

く伝えることを目的とする。

④参加者数目標

20名
⑤収入目標

0円（参加料無料）
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   【事業名】介護予防サポーター講習会

 ①開催時期

 平成３１年１１月

②内容

体育館・青少年センターにて、高齢者向けの運動指導を始めたい方や指導の幅を広げたい方

に対する講習会を開催する。老年症候群、フレイルなど各種問題への取組方法や実技指導法

を提供する。

③目的・見込まれる効果

 介護予防教室にボランティアで参加したり、地域で介護予防運動の普及に活躍できる人材を

育成する。

④参加者数目標

20名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

   【事業名】応急手当講習会

 ①開催時期

 平成３１年６月

②内容

体育館・青少年センターにて、各種団体および指導者に対する応急手当講習会を開催する。

日本体育施設協会・日本救急医療財団認定インストラクターによる CPR・AED講習会、熱
中症対応、テーピング法等の指導を行う。

③目的・見込まれる効果

 応急手当の技術を習得し、日常や団体活動中に傷病者が発生した際の救命・手当に活用して

いただく。

④参加者数目標

20名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

（４）「スポーツ団体，学校・大学，行政等における連携・協働の推進」事業

 【事業名】スポーツクラブフェスティバル

 ①開催時期

 平成３２年２月

②内容
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スポーツクラブ 21の市民交流イベントとして実施。ミニゲームやニュースポーツ体験、パ
フォーマンス大会などの複数のイベントを実施する。

（内容未定）

③目的・見込まれる効果

 市民交流の実現、スポーツクラブ 21の会員獲得を推進すると共に、出店やバザーを行い、
財源確保の場を提供する。

④参加者数目標

70名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

 【事業名】専門職による健康相談会

 ①開催時期

 毎月１回

②内容

体育館・青少年センターにて、看護士、歯科衛生士、栄養士、スポーツプログラマーや健康

運動指導士を配置した健康相談会の実施。兵庫県歯科衛生士会・兵庫県栄養士会の協力も得

て実施の予定。

③目的・見込まれる効果

 病院ではなかなか聞けないことや疑問に思っていることなどを気軽にご相談いただける機

会を作る。

④参加者数目標

 計 120名
⑤収入目標

0円（参加料無料）

 【事業名】マッチング事業

 ①開催時期

 随時

②内容

体育館・青少年センターにて、各種団体より指導者派遣や講習会の依頼を受け、芦屋市のス

ポーツ指導者や当グループの人材バンク登録者を紹介する。

③目的・見込まれる効果

 スポーツを指導する技術を持った人と、スポーツを教わりたい人をつなぎ、芦屋市や地域の

スポーツ活動活性化に寄与する。

④参加者数目標

10件
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⑤収入目標

0円（無料）

  ３）自主事業（利用者サービスの充実（サービス向上策）・施設利用促進）

  （１）自主事業

   Ⅰ．供用日時の変更に係る事業

   【事業名】早朝区分開設事業

①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

②内容

芦屋市立体育館・青少年センター、川西運動場、芦屋中央公園野球場での早朝区分を開設

(1)対象施設  芦屋市立体育館・青少年センター（競技場、柔道場、剣道場、控え室）、
川西運動場、芦屋中央公園野球場

(2)供用時間  芦屋市立体育館・青少年センター ７時００分～９時００分
       川西運動場           ７時００分～９時００分

        ※平成３１年８月に予定する「みんなでラジオ体操」開催時は

         ６時３０分～９時００分

       芦屋中央公園野球場       

・１０月１１月３月      ７時００分～９時００分 

・１２月～２月        ７時００分～９時００分 

※利用内容が大会や大規模な催しで、予め早朝区分の利用申請があった時のみ開設する。

③目的・見込まれる効果

 大会や大規模な催しを開催する際、円滑に運営を行う為、一般利用者との混乱を解消するこ

とを目的とする。

④利用件数目標

 芦屋市立体育館・青少年センター 専用利用 10件
⑤収入目標

21,600円

【事業名】深夜区分開設事業

①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターでの深夜区分を開設

(1)対象施設  芦屋市立体育館・青少年センター（競技場、柔道場、剣道場、控え室）
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(2)供用時間  ２１時００分～２３時００分
※予め深夜区分の利用申請があった時のみ開設する。

③目的・見込まれる効果

 主に勤労者等、通常供用時間内では利用が出来ない方への健康づくり・スポーツ活動の場の

提供。深夜の為、青少年（団体・個人）への提供は行わない。

④利用件数目標

370件
⑤収入目標

2,260,800円

【事業名】年末年始開館事業

①開催時期

 平成３１年１２月２７日～平成３２年１月４日

②内容

  芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例及び、芦屋市都市公園条例に

定められた年末年始休館日に以下の施設・区分を開館する。

 ・芦屋市立体育館・青少年センター（条例年末年始休館日：１２月２７日～１月４日まで）

平成３１年１２月２７日（金） ９：００～２０：５０

平成３１年１２月２８日（土） ９：００～２０：５０

平成３１年１２月２９日（日） ９：００～２０：５０

   平成３１年１２月３０日（月） ９：００～２０：５０

   平成３２年１月４日（土）   ９：００～２０：５０

・川西運動場（条例休館日：１２月２８日～１月４日まで）

平成３１年１２月２８日（土） ９：００～２１：００

平成３１年１２月２９日（日） ９：００～２１：００

   平成３１年１２月３０日（月） ９：００～２１：００

   平成３２年１月４日（土）   ９：００～２１：００

 ・東浜公園庭球場，西浜公園庭球場，芦屋中央公園野球場

（条例休館日：１２月２８日～１月４日まで）

平成３１年１２月２８日（土） ９：００～１７：００

平成３１年１２月２９日（日） ９：００～１７：００

   平成３１年１２月３０日（月） ９：００～１７：００

   平成３２年１月４日（土）   ９：００～１７：００

③目的・見込まれる効果

 学校・職場が休日となる年末年始に開館日を拡大することで、市民の健康づくりの場と家族・

 地域交流の場を拡大する。

④利用件数（利用者数）目標

 芦屋市立体育館・青少年センター
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  専用利用 34件
  トレーニング室 50名 
 川西運動場

  専用利用 0件
 東浜公園庭球場

  専用利用 12件
 西浜公園庭球場

 専用利用 12件
芦屋中央公園野球場

  専用利用 4件
⑤収入目標

243,700円

【事業名】毎月第１月曜日開館事業

①開催時期

 平成３１年５月７日～平成３２年３月２日

（毎月第１月曜日。ただし当該日が祝日に当たるときは，その翌日以後最初の祝日でない

日。）

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの設置及び管理に関する条例に定められた休館日に以下の

施設・区分を開館する。

   平成３１年５月７日（火） ９：００～２０：５０

   平成３１年６月３日（月） ９：００～２０：５０

平成３１年７月１日（月） ９：００～２０：５０

平成３１年８月５日（月） ９：００～２０：５０

平成３１年９月２日（月） ９：００～２０：５０

平成３１年１０月７日（月） ９：００～２０：５０

平成３１年１１月５日（火） ９：００～２０：５０

平成３１年１２月２日（月） ９：００～２０：５０

平成３２年１月６日（月） ９：００～２０：５０

平成３２年２月３日（月） ９：００～２０：５０

平成３２年３月２日（月） ９：００～２０：５０

③目的・見込まれる効果

これまで休館日であった、第１月曜日を開館日にすることで、市民の健康づくりの場と家族・

地域交流の場を拡大する。

④利用件数（利用者数）目標

施設利用 99件     
トレーニング室 165名 
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⑤収入目標

514,900円

   【事業名】トレーニング室供用時間の延長

①開催時期

     平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日の体育館・青少年センターの開館日

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターの一部施設での深夜区分を開設

(1)対象施設  トレーニング室
(2)供用時間  ２０時５０分～２１時５０分

 ※芦屋市立体育館・青少年センターのトレーニング室を１時間延長する。

また、毎月第３月曜日（第３月曜日が祝日の場合はその翌日以降最初の祝日でない日）以

外を開室日とし、体育館・青少年センターの開館日に合わせた運営を行う。

③目的・見込まれる効果

これまで利用時間内では利用困難であった方（お仕事終わりの方など）の利用拡大と地域住

民の健康促進を目的とする。

④利用者数目標

1,392名
⑤収入目標

522,000千円

   Ⅱ．スポーツ教室事業（屋内）事業

※指定管理者募集時の事業計画で予定していた屋内施設健康運動短期教室とトレーニング

室有料プログラム合わせて 14教室のうち 6教室について、特定非営利活動法人芦屋市体育
協会主催の「アスリートクラブ芦屋ユナイテッド」と同一種目であったため、種目を変更し

て計画しています。「アスリートクラブ芦屋ユナイテッド」の取組みについては、指定管理

者として今後積極的に協力してまいります。

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）健康エアロビクス

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、健康エアロビクスを開催する。

初めてエアロビクスに挑戦される方や、足腰に負担を掛けたくない方対象の優しいエアロビ

クス教室とする。

③目的・見込まれる効果

 脂肪燃焼、生活習慣病予防、リフレッシュ効果、健康増進、生きがい創出などを目的とし、
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利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

40名（年間４期開催）
⑤収入目標

345,600円（1期 1人あたり 8,640円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）太極拳

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、太極拳を開催する。

ゆっくりとした動作での全身運動。初めて太極拳をされる方や中高齢者の健康づくりのた

めの教室とする。

③目的・見込まれる効果

脚筋力、バランス能力、全身持久力の向上はもちろん、健康増進、生きがい創出などを目

的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

40名（年間４期開催）
⑤収入目標

561,600円（1期 1人あたり 14,040円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）太極舞（タイチーダンス）

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、太極舞（タイチーダンス）を開催する。

太極拳・民族舞踊・功夫など様々な要素にフィットネスの概念をプラスした情緒あふれる

音楽に合わせて舞う比較的ローインパクトな教室とする。

③目的・見込まれる効果

心配、筋力、柔軟性、呼吸トレーニングを通じて気血やリンパの流れを促進し心身両面へ

運動効果をもたらす教室を実施することで、利用者ニーズに応え、満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

44名（年間４期開催）
⑤収入目標
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617,760円（1期 1人あたり 14,040円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）キッズバレエ

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、キッズバレエを開催する。

子ども向け（特に初心者）とし、ストレッチやバーレッスンを中心に立ち方などバレエの基

本を学ぶ。

③目的・見込まれる効果

姿勢、体型を整え、バランス感覚、体力、集中力の向上を高めます。様々なダンスに通じる

要素を持つバレエを学べる場を提供することで利用者ニーズに応え、満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

40名（年間４期開催）
⑤収入目標

475,200円（1期 1人あたり 11,880円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）レディコンディショニング

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、レディコンディショニングを開催する。

女性のためのコンディショニング教室。ストレッチや筋力トレーニングを中心に歪みや弛み

を整え、心身共に美を目指す。

③目的・見込まれる効果

女性の身体作り、女性向けのトレーニング教室を実施することで、ママさんなど主婦層をタ

―ゲットとし、トレーニング室の女性利用者向上へも繋げる。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

44名（年間４期開催）
⑤収入目標

522,720円（1期 1人あたり 11,880円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）フラダンス naniAloha 

 ①開催時期
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 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、フラダンス・naniAlohaを開催する。
初心者の方を中心にハワイアンミュージックに合わせてフラダンスを踊る。手の動き、脚の

動きの意味を学び独特の振付けを習得する。

③目的・見込まれる効果

脚や体幹のトレーニングとなり、体力向上とシェイプアップを目指すと共に、日々の何気な

い動作の改善、また、ストレス解消になることで、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

40名（年間４期開催）
⑤収入目標

475,200円（1期 1人あたり 11,880円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）楽々セルフケア体操

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、楽々セルフケア体操を開催する。

特に高齢者をターゲットとし、自身の身体を自身でケアする運動プログラムを提供する。

リンパマッサージ方法やストレッチ方法を学び、軽く汗をかく教室である。

③目的・見込まれる効果

単に運動をするだけでなく、自身の身体をケアすることを学ぶ教室であり、大人から高齢者

の方の満足度向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

44名（年間４期開催）
⑤収入目標

522,720円（1期 1人あたり 11,880円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）介護予防教室

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、介護予防教室を開催する。

健康寿命延伸を希望される方に向けた、運動、栄養、口腔を含む高齢者向けプログラムの教

室とする。
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③目的・見込まれる効果

 老年症候群予防・改善、生きがい創出、社会性参加の機会創出などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

28名（年間４期開催）
⑤収入目標

140,000円（1期 1人あたり 5,000円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）フレイル予防教室

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、フレイル予防教室を開催する。

運動や栄養、口腔、社会参加の重要性を理解し、気づき、対応することで自信の健康寿命を

延伸していくための教室とする。

③目的・見込まれる効果

 老年症候群予防・改善、認知症予防、生きがい創出、社会性参加の機会創出などを目的とし、

利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

44名（年間４期開催）
⑤収入目標

220,000円（1期 1人あたり 5,000円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）幼児運動教室

 ①開催時期

 平成３１年８月～平成３２年３月（年間３０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、幼児運動教室を開催する。

子どもの発育や体力に応じたプログラムを展開し、バランス能力や柔軟性を図る。

③目的・見込まれる効果

 運動能力の向上、健康的な身体の育成、意欲的な心の育成、社会適応力発達などを目的とし、

利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

30名（年間３期開催）
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⑤収入目標

258,000円（1期 1人あたり 8,600円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）小学生運動教室

 ①開催時期

 平成３１年８月～平成３２年３月（年間３０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、小学生運動教室を開催する。

鉄棒や跳び箱、マット運動を含む、運動能力向上のため小学生向けプログラムとする。

③目的・見込まれる効果

 運動能力の向上、健康的な身体の育成、意欲的な心の育成、社会適応力発達などを目的とし、

利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

33名（年間３期開催）
⑤収入目標

283,800円（1期 1人あたり 8,600円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）親子体操教室

 ①開催時期

 平成３１年８月～平成３２年３月（年間３０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、親子体操教室を開催する。

2歳、3歳とその保護者対象とし、様々なスポーツに必要な基礎的な運動能力の向上を目的
に展開します。

③目的・見込まれる効果

 子育て支援、運動神経活性、ふれあい作り、社会参加の機会創出、リフレッシュ効果などを

目的とし利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

30組（年間３期開催）
⑤収入目標

291,000円（1期 1組あたり 9,700円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋内）パーソナルトレーニング・リコンディショニング

 ①開催時期
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 平成３１年５月～平成３２年３月

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターにて、マンツーマン指導の教室を開催する。

一般対象とし、目的に合わせた運動プログラムの作成から、正しいフォーム指導など、目標

を最短で達成するための教室を展開する。

③目的・見込まれる効果

 筋力向上、筋肥大、姿勢改善、関節痛予防改善、リフレッシュ効果、健康増進などを

目的とし利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

534名
⑤収入目標

1,474,500円（１人１回あたり開催時間に応じて 2,000円～3,500円）

Ⅲ．スポーツ教室事業（屋外）事業

【事業名】スポーツ教室事業（屋外）体育大好き① 体育大好き②

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

川西運動場または芦屋中央公園野球場にて、幼児・児童向けに体育大好きを開催する。

走り方やボール投げなど、運動の基本から身体の使い方を学ぶ。身体を動かすことが好きに

なるような教室とする。

③目的・見込まれる効果

 スポーツ文化の裾野拡大、技術力の向上、健康的な身体の育成、意欲的な心の育成、社会適

応力発達などを目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

80名（年間４期開催 レベル別 2クラス）
⑤収入目標

688,000円（1期 1人あたり 8,600円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋外）キッズテニス ジュニアテニス

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

東浜公園庭球場または西浜公園庭球場にて、幼児向けにキッズテニス、小学生低学年向けに
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ジュニアテニスを開催する。

小さい頃からテニスに親しみ、興味をもってもらうことを大事にし、テニスを通じて、礼儀

や仲間とのつながりを学びます。

③目的・見込まれる効果

 スポーツ文化の裾野拡大、技術力の向上、健康的な身体の育成、意欲的な心の育成、社会適

応力発達などを目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

64名（年間４期開催 年代別 2クラス）
⑤収入目標

640,000円（1期 1人あたり 10,000円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋外）はじめてテニス

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

東浜公園庭球場または西浜公園庭球場にて、一般向けにはじめてテニスを開催する。

はじめてテニスをする方でも安心して参加できるよう、ラケットの握り方から丁寧な指導。

中盤からはゲーム形式を取り入れ楽しみながら参加できる教室である。

③目的・見込まれる効果

 スポーツ文化の裾野拡大、技術力向上、健康増進、生きがい創出などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

32名（年間４期開催）
⑤収入目標

480,000円（1期 1人あたり 15,000円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋外）レディーステニス

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

東浜公園庭球場または西浜公園庭球場にて、一般女性向けにレディーステニスを開催する。

女性限定のテニス教室として、基本の 6ショットの習得から試合がスムーズに行えるよう
ラリー練習や試合形式での練習を行う。

③目的・見込まれる効果

 スポーツ文化の裾野拡大、技術力向上、健康増進、生きがい創出などを目的とし、利用者の
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ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

32名（年間４期開催）
⑤収入目標

480,000円（1期 1人あたり 15,000円）

【事業名】スポーツ教室事業（屋外）キッズサッカー ジュニアサッカー

 ①開催時期

 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

川西運動場または芦屋中央公園芝生広場にて、幼児向けにキッズサッカー、小学生低学年向

けにジュニアサッカーを開催する。

身体を動かすことの楽しさを得るとともに、サッカーを通じて友達を思いやる気持ちを育み、

また全身持久力や協調性・集団活動等の能力を伸ばす。

③目的・見込まれる効果

 スポーツ文化の裾野拡大、技術力の向上、健康的な身体の育成、意欲的な心の育成、社会適

応力発達などを目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

160名（年間４期開催 年代別 2クラス）
⑤収入目標

1,60,000円（1期 1人あたり 10,000円）

Ⅳ．文化教室事業

【事業名】文化教室事業 韓国語教室（初級・中級・上級）

①開催時期

 平成３１年４月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターの会議室などにて、一般向けに韓国語教室を開催する

ハングルの読み方から始め、スムーズな会話の習得を目標にした教室とする。

③目的・見込まれる効果

 市民の文化的活動の提供を目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

84名（年間４期開催 レベル別 3クラス）
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⑤収入目標

907,200円（1期 1人あたり 10,800円）

【事業名】文化教室事業 音楽あそび教室

①開催時期

 平成３１年４月～平成３２年３月（年間３６回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターの音楽室などにて、1歳～3歳とその保護者向けに音楽あ
そび教室を開催する。保護者とのふれあいを楽しみながら、音楽・リトミックなどで豊か

な心をはぐくみ、複数の動きを同時に行うことでの神経活性化、周囲と合わせる社会性など

を学ぶ。

③目的・見込まれる効果

 市民の文化的活動の提供を目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

80組（年間４期開催 レベル別 2クラス）
⑤収入目標

660,000円（1期 1組あたり 8,250円）

【事業名】文化教室事業 こども英会話教室

①開催時期

 平成３１年８月～平成３２年３月（年間３０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターの会議室などにて児童向けにこども英会話教室を開催する。

日常生活でよく使う会話表現を中心に学び、英語でコミュニケーションする力の土台をつく

る。英語が好き・もっと知りたい・話したいの気持ちを育む。

③目的・見込まれる効果

 市民の文化的活動の提供を目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

54名（年間３期開催 レベル別 2クラス）
⑤収入目標

583,200円（1期 1人あたり 10,800円）

【事業名】文化教室事業 大人英会話教室

①開催時期
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 平成３１年５月～平成３２年３月（年間４０回開催）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターの会議室などにて、一般向けに英会話教室を開催する。

いろいろな場面に幅広く応用できる、実用的な英会話を様々なアプローチで学ぶ。

③目的・見込まれる効果

 市民の文化的活動の提供を目的とし、利用者のニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④参加者数目標

36名（年間４期開催）
⑤収入目標

388,800円（1期 1人あたり 10,800円）

Ⅴ．イベント事業

【事業名】イベント事業 季節の料理教室（年間２回開催）

①開催時期

 平成３１年１０月、１２月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの多目的研修室などにて季節を感じる料理レシピを覚える。

いつもの食卓にアクセントをプラスできる教室とする。

③目的・見込まれる効果

新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者のニーズに応え、利

用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

6名（1開催 3名）
⑤収入目標

30,000円（1回 1人あたり 5,000円）

【事業名】イベント事業 夏休み宿題応援隊

①開催時期

 平成３１年７月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、小中学生を対象に工作作りのイベント

を開催する。宿題の達成を応援するイベントとする。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の
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ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

9,600円（1回 1人あたり 800円）

【事業名】イベント事業 フォトフレーム作り

①開催時期

 平成３１年９月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、ダンボールで

作るフォトフレームに紙粘土やフェルト、ビーズで飾りつけなどの体験イベントを開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）

【事業名】イベント事業 マリンドームを作ろう

①開催時期

 平成３１年１２月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、自分の好きな

ものを容器の中にいれて、世界で一つだけのオリジナルマリンドームを作る体験イベントを

開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）
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【事業名】イベント事業 落ち葉アート

①開催時期

 平成３１年１１月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、落ち葉や木の

実をたくさん使って、画用紙に思い思いの絵を描き、秋を感じる体験イベントを開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）

【事業名】イベント事業 ほうきセットを作ろう

①開催時期

 平成３１年１２月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、お掃除が好き

になる為の教室として、ホウキやチリトリに飾り付けをしていく体験イベントを開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）

【事業名】イベント事業 冬もあったかバスボム作り

①開催時期

 平成３２年２月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、お風呂に入れ
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るバスボムを自分で制作する体験イベントを開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）

【事業名】イベント事業 野菜スタンプで遊ぼう

①開催時期

 平成３２年３月

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センターの研修室などにて、幼児・小学生を対象に、野菜を切った

らどんな形か、スタンプづくりを通じて野菜を知って野菜を好きになってもらうためのイベ

ントを開催する。

③目的・見込まれる効果

知的好奇心の育成、新しい体験の場の提供、施設広報、利用促進などを目的とし、利用者の

ニーズに応え、利用者満足度の向上を見込む。

 また、稼働率の低い施設を有効活用することによる稼働率の向上を目的とする。

④利用件数（利用者数）目標

12名
⑤収入目標

6,000円（1回 1人あたり 500円）

Ⅵ．サービスプログラム事業

【事業名】トレーニング室でのサービスプログラム提供

①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日の火曜日～日曜日（休館日を除く）

②内容

芦屋市立体育館・青少年センターのトレーニング室にて、サービスプログラムを提供する。

実施内容については別紙６参照。

※実施する際には、スケジュール表を作成し、利用者のニーズや参加人数に合わせ教室内

容・教室名などを随時変更する。

③目的・見込まれる効果
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 トレーニングルームの利用者増と健康増進など目的とし、利用者のニーズに応え、利用者

満足度の向上を見込む。

④利用件数（利用者数）目標

1,056件
⑤収入目標

0円（トレーニングルームの利用料金で参加できるプログラムとして無料で提供）

（２）目的外使用事業

【事業名】自動販売機設置

①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

②内容

 指定管理対象施設利用者への飲料・食品の提供を行う。

別紙７「自動販売機設置予定機器一覧」参照

③目的・見込まれる効果

 運動中の水分補給（体調管理及び安全確保）や長時間利用者（大会等のイベントや文化活動

での終日利用者など）への軽食の提供を目的とする。

④収入目標

2,442,778円
【事業名】物品販売・レンタル事業

①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日（休館日を除く）

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センター１階での物品販売・レンタルを行う。

 ・シャトル、ボール、タオル、シューズ、ウェアなどの販売

 ・シューズのレンタル

③目的・見込まれる効果

 施設利用者が手ぶらで来館されてもスポーツが楽しめる、質の高いスポーツ環境を整える。

また、定期的な商品の入れ替えやバーゲンセールを実施し、置いてあるだけでない利用者に

喜んでいただけるサービスとして施設の魅力を向上させる。

④収入目標

物品販売事業 1,150,000円
レンタル事業   50,000円

【事業名】コピーサービス
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①開催時期

 平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日（休館日を除く）

②内容

 芦屋市立体育館・青少年センター１階にコイン式コピー機（１台）を設置しコピーサービス

を実施する。

③目的・見込まれる効果

 主に大会主催者や指導員の方や団体・サークル活動での印刷物など、施設内でコピーの必要

がある際に気軽に利用していただけるサービスとして実施する。

④収入目標

105,000円

３維持管理計画

利用者が安心して快適に芦屋市体育施設・青少年センター等を利用できるように、常時良好な状

態を維持するために、施設・設備の管理、修繕、建物等清掃、その他業務について、維持管理計画

を策定のうえ、実施します。管理上、更なる効率的な計画が可能な場合には、適宜見直し、新しい

管理手法を積極的に取り入れます。

  １）日常メンテナンス（清掃・整備等）

①実施主体

 指定管理者および再委託業者

②実施時期、回数、内容

(1)体育館・青少年センター、川西運動場
 ・実施頻度：毎日

 ・再委託業者による体育館・青少年センターの日常清掃及び植栽散水

  清掃員 7:00～11:00×3人 13:00～17:00×1人
  別紙８「体育館・芦屋市青少年センター 清掃業務日誌」

・上記の他、必要に応じて施設職員が清掃を行う。

・川西運動場の清掃及び整備を必要に応じて施設職員が行う。

(2)東浜庭球場、西浜庭球場、芦屋中央公園野球場、芦屋中央公園芝生広場、
芦屋中央公園駐車場

     ・実施頻度：毎日

 ・日誌項目に基づき、施設職員が必要に応じて清掃及び整備を行う。

  別紙９「屋外施設 清掃業務日誌」、別紙１０「屋外施設 作業日誌」参照

２）設備巡回・警備

①実施主体

 指定管理者および再委託業者

②実施時期、回数、内容
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(1)体育館・青少年センター、川西運動場
 ・実施頻度：毎日

 ・開閉館時及び午前・午後・夜間の計３回の定時巡回を施設職員が行う。

  別紙１１「体育館・芦屋市青少年センター，川西運動場 巡回日報」

・上記の他、状況や必要に応じて不定期の巡回を施設職員が行う。

・異常・不具合発見時は迅速な対応とその後の報告を行う。

・管理者不在の閉館時（夜間・休館日）は警備会社（セコム）に委託。

(2)東浜庭球場、西浜庭球場、芦屋中央公園野球場、芦屋中央公園芝生広場、
芦屋中央公園駐車場

     ・実施頻度：毎日

 ・午前・午後・夜間の計３回の定時巡回を施設職員が行う。

  ※午後で利用が終了する施設は午前・午後の計２回の巡回を行う。

・上記の他、状況や必要に応じて不定期の巡回を施設職員が行う。

  別紙１２「屋外施設巡回・不具合記録簿」

・異常・不具合発見時は迅速な対応とその後の報告を行う。

３）設備・機器点検

①実施主体

 指定管理者および再委託業者

②実施時期、回数、内容

(1)日常の設備・機器の操作及び目視点検
 ・実施頻度：毎日

 ・巡回時にあわせて施設職員が１日１回行う。

  別紙１３「体育館・芦屋市青少年センター設備・機器点検表」

・異常・不具合発見時は迅速な対応とその後の報告を行う。

(2)再委託による設備・機器の定期保守点検
別紙１４「保守管理計画（再委託）」参照

４修繕計画

施設及び設備に危険個所・破損個所がないか、定期的に点検をし、不具合を発見した場合には、

直ちに市へ報告をするとともに、利用を一時停止又は応急処置をする等、劣化や破損部分、性能を

実用上支障のない状態まで回復させる修繕・改善の措置を取ります。

修繕費が 1件当たり 30万円（消費税等を含む）以上の修繕は市と協議するものとし、30万円（消
費税等を含む）未満の修繕は指定管理者が負担いたします。

  【芦屋市予算による平成 31年度修繕計画】
・川西運動場 土置場撤去・設置工事

   ・西浜公園庭球場 砂入り人工芝張替え工事

・芦屋中央公園野球場 内野土壌改良整備
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・芦屋市立体育館・青少年センター弓道場 可動式日よけテント改修

５備品管理計画

備品の点検を定期的（2回/年）に行い、良好な状態を保ちます。また、不具合が生じた場合は、
随時修繕を行い、購入・修繕・廃棄等に関して市へ報告・提言を行います。

【芦屋市予算による平成 31年度備品購入計画】
・芦屋市立体育館・青少年センター団体ロッカー室 3連ロッカー（縦型）

   ・芦屋市立体育館・青少年センター団体ロッカー室 スポーツロッカー（箱型）

・芦屋市立体育館・青少年センター団体ロッカー室 スポーツロッカー（弓入れサイズ）

・芦屋市立体育館・青少年センター競技場 卓球台（セパレート）

２ 連絡調整計画                       

１市との調整会議

１）月次定例会議 

前月の施設利用状況・施設維持管理状況などについて指定管理者から報告します。 

その他、連絡・協議事項を確認します。 

２）その他 

その他必要に応じて適宜市担当課（担当者）と指定管理者で協議の場を設けます。

２指定管理者内

１）JV会議
   シンコースポーツ兵庫株式会社と日本管財株式会社両社による会議を定期的（１回/月）に実
施します。

２）運営会議

代表企業内にて、PDCAサイクルに基づいた運営会議を定期的（1回/月）に実施します。

３モニタリング調査

１）四半期モニタリング

7月、10月、1月、4月に直近 3か月（四半期）の施設利用状況・施設維持管理状況などに
ついて指定管理者から報告いたします。

３ 広報計画                         

 施設の魅力・サービス向上策を利用者に認知させ、利用の促進につなげていく「ＰＲ・広報活動」

を充実させます。ＰＲを行うにあたっては、利用する媒体の特性を理解し、（一定の媒体に偏るこ

とのない）効果的な組み合わせによって多くの住民に対し情報が伝達されるよう工夫をし、施設・
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事業の認知度を高めていきます。

効果的な広報・宣伝を行なっていくために、以下のように分類をし、活動を分かりやすく整理を

しながら実践します。

【広報計画Ａ】施設利用者に発信するもの：パンフレット・チラシ配布、館内でのポスター掲示、

施設機関誌の発行、直接説明や口コミ効果、情報コーナーの運営

【広報計画Ｂ】市内に発信するもの：市広報・地域情報誌掲載、新聞折込、市内広報掲示板の活

用、市内企業への PR 
【広報計画 】市を越え広域に発信するもの：HPの運営、マスメディア・ニューメディアの活用

４ 人事管理計画                         

 １職員人事・採用計画

労働基準法や採用・雇用に関わる各種法令を遵守するとともに、本事業を効果的かつ効率的に実

施するために十分な人員を確保します。また、安全な施設環境の整備と質の高いサービスを提供で

きる人員配置を行います。

配置する総括責任者・社員には、十分な「知識」と「経験」を有する者を配置します。開場時間

内は、責任者として社員を常時配置します。その他の配置する職員も、役職や雇用形態にかかわら

ず、公の施設の職員としての自覚を持ち、業務の遂行及び利用者の対応に当たるとともに、施設の

設置目的を理解し、それにふさわしい態度で業務を実行します。

２人材育成・研修計画

１）教育・研修に関する考え方 ①（市民のための職員に）

「公共施設の従事者＝市民のための職員」であるとともに、施設の顔として利用者（市民）の視

線が常に向けられていることを十分理解し、（社員・アルバイトとしてではなく）芦屋市の代行

者として恥ずかしくない対応のとれる、高いスキルと心構えをもった人材を育成します。

また、施設（指定管理者）としての運営（経営）の安定と、市民の利益（質の高いサービス）の

両立を実現できる人材の育成を目指した研修を行います。

２）教育・研修に関する考え方 ②（均一な質の高い人材育成）

スタッフ個々の能力に委ねるのでなく、誰が応対しても高品質の同じサービスを提供できるよう

高いサービスレベルでの均一化を実現します。

また、一番憂慮するべき「慣れ」と「惰性」を防止し、現状で満足せず常に向上心を持ち、よ

り高いサービスレベルを求め続けられるよう、モチベーションの維持や向上に関しても考慮した、

専門教育を計画的に実施します。

  （詳細は別紙１５参照）

３その他

従業員のメンタルヘルスサポートにおいては、労働安全衛生法第６６条の１０の規定・労働安

全衛生法その他の法令の定めに基づくストレスチェック制度を設けており、毎年 9 月から 11 月
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のいずれかの 2週間程度の期間を設定し、実施いたします。ストレスチェックを受けた人が自身

のストレス状況について気づきを得て、メンタルヘルス不調のリスクを低減させることを目的と

しています。 

また労働安全衛生法に基づく従業員の健康診断についても、同法その他の規定に則り確実に実

施してまいります。 

５ 危機管理                         

１安全管理

利用者の事故やケガ・盗難・自然災害、設備事故・個人情報漏洩等への事前対策が、当施設に

おいて重要なリスクマネジメントであると認識しています。これらの事象に対し迅速且つ効果的

な対応を実現させるため、「芦屋市地域防災計画」や「防災情報マップ」などを踏まえ、これに

当グループの実績とノウハウを加えた独自の「芦屋市立体育館・青少年センター及び屋外施設危

機管理マニュアル」（別紙１８）を市と協議して策定し、運用を行います。

マニュアルでは緊急的に起こる事象を、人的要因によるもの（犯罪等の事件・ケガや設備事故

等）と自然災害（地震・風水害・火災・落雷・降雪等）に分類し、それら事象別に事前対策（発

生防止策）及び発生時の対応を定め、有事の迅速対応・被害抑制・早期復旧の実現に向け備えま

す。このマニュアルに従い、事故を発生させない対策や、緊急事態を想定した訓練を実施し、危

機発生時に適切な対応がとれる体制づくりを行います。また市及び地域防犯組織、関係機関、他

の市内主要施設との連携を図りながら、緊急時の対応組織・連絡体制の整備をおこなってまいり

ます。

２災害時対応

災害発生時の現地体制では、人命救助を最優先にする対応を大原則とします。台風・地震など

の異常気象により、損壊・火災・洪水・倒木などの災害のおそれがある時は、施設内外を巡視し

て利用者に避難を促し、被害の拡大を未然に防止します。

実際に洪水や施設の損壊があった場合は、職員の安全と緊急性を考慮した上で即時または翌日

に対応します。そして災害や事故が発生した場合には、緊急対応を実施します。

３緊急時対応

急病人や転倒事故などの緊急事態が発生した場合は、情報収集を始めとして現地へ急行し、被

害者の救護・救急車の要請を行うなど、被害者の救護を最優先に行います。スタッフは自身の安

全、並びに周囲（他の利用者など）の安全を確保し、二次災害の防止を図ります。

有事の際にも適切な救命処置が取れるよう、施設に従事する全てスタッフに対し、救命救急

法・ＡＥＤ取扱い等不測の事態に備えて研修を実施します。

非常時・緊急時であっても、被害者のプライバシーについて配慮し、救護活動をするうえで知

り得た個人情報の保護に努めます。
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６ 利用者対応                          

利用者からの意見・要望は、施設の質を高める「情報の宝庫」であるという認識のもと、利用

者の生の声を聞き、その要望（ニーズ・ウオンツ）を蓄積・共有して即効性のある対応を行うこ

とが大切であると考えています。施設スタッフが積極的に利用者とのコミュニケーションを図り、

ヒアリング調査・アンケートの実施・ご意見箱の設置等で利用者のニーズを収集・把握していき

たいと考えております。 

１利用者ニーズの把握

  【利用者アンケートの実施】

利用者からの意見・要望（ニーズ）を把握する代表的な方法として、アンケートへの記入依

頼があります。利用者アンケートの実施は、利用時の気持ちを即座に聞くことが出来る最も基

本的かつ重要な手段であると考えています。（2 回/年：9 月及び 3 月実施）

【ご意見箱の設置】 

利用者が直接言いにくい意見や要望も自由に言えるよう、「ご意見箱」を施設に設置し、利

用者ニーズの把握を行います。利用者から頂いたご意見・要望に関しましては、迅速にスタッ

フが掲示板や施設ＨＰ等に対応策、取組状況等を公表し、利用者への説明責任を果たします。 

（ご意見箱設置場所：芦屋市立体育館・青少年センター１階、芦屋中央公園管理事務所）

２苦情処理

収集された利用者の要望、意見、苦情等は、運営調整会議で協議します。会議では、公平性、

公共性が保たれ、設置目的に合致しているか判断した上で、要望の実現性が高いものであるかを

見極めます。採用事項に分類されたものについては、指定管理者で実施できるものは迅速に対応

するとともに、条例の改定等に関わる事案は市と協議し、可能なものについては採用します。

また施設の不備等で利用者の安全が保たれない（ために実現できない）ものについては、早急

に安全を確保するなど要望実現のために可能な限り尽力します。

利用者から頂いた要望、意見、苦情等は採用・不採用に関わらず、データ化し蓄積して行くこ

とで今後の施設運営計画に反映させます。

７ 連携計画                          

地域在住の皆様は施設を愛好していただくリピーターとなり得る期待があります。教室やイベ

ント開催は有料・無料に限らず企画する様々なサービスに満足し、楽しんでいただけるかが大切

な要素であり、指定管理者である私たちを「知って」「理解して」「支持して」いただくチャンス

でもあります。地域の方々から好印象をもたれ、応援していただくことが当施設と地域社会の活

性化に結び付き、それが地域への貢献に繋がると考えております。

利用者や地域住民の声を知るため各種事業への取り組みだけではなく、地域の環境保護活動を

通じてその距離を縮めたいと考えております。毎月、スタッフにより実施する施設敷地や周辺道

路の「クリーンアップ清掃」に加え、普段施設に足を運ばない方でも気軽に楽しんでいただける

「季節のイベント」等、地域社会と一つになる働きをしていきたいと考えております。
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１住民または利用者との連携・協働

・施設運営協議会の設置

   ・地域への出張健康づくり指導の実施

・授産品の販売・就労支援（福祉団体への貢献）

・地域での安全活動への貢献

・地域感謝イベントの開催

２その他の連携・協働

   ・地域人材の積極活用

・地域高齢者の積極活用

３特定非営利活動法人芦屋市体育協会との連携・協働

芦屋市の地域スポーツを総括する団体として、芦屋市のスポーツ文化の振興と市民の健康に寄

与する活動を行っている特定非営利活動法人芦屋市体育協会と連携・協力を行ってまいります。

特に総合型地域スポーツクラブ「アスリートクラブ芦屋ユナイテッド」の活動に協力し、その

活動場所となる施設の指定管理者として運営面、広報面で協力し、芦屋市のスポーツ振興に向け

協働してまいります。

８ その他                          

１法令遵守の徹底

関連法規や共同事業体構成各社の内部規定等の遵守のみならず、健全かつ倫理的な行動を含め

たコンプライアンスの徹底が、芦屋市民からの評価と信頼を得るために重要であると認識してい

ます。当グループでは、構成各社の持つコンセプトや取組方針から、① 企業の公共性・社会的

責任の遂行 ② 公正な商取引の遵守 ③ 人間尊重の社会行動 ④ グループ財産の管理・運用 

⑤ 環境保全の推進 からなる『行動指針』を策定しております。

この指針は、新入社員の教育内容や、会議での議決事項の根幹となり得るもので、芦屋市スポ

ーツ施設指定管理者事業の枠組みにおいても従業員には同様の行動を徹底させます。また、定期

的な内部監査により行動を自己点検し、常に社会の一員として倫理を守り、コンプライアンスに

努めた運営体制を維持することで、利用者が安心して利用できる施設を目指します。

近年報道を賑わす、反社会勢力との関係、クレームの隠蔽、食品偽造等の様々な不祥事により、

コンプライアンスにおける“企業論理のあり方”が強く問われております。

当グループ構成各社はともに、指定管理者としての数多くの運営経験の中で、組織の団体統治

機能（コンソーシアムガバナンス）を強化し、「法令順守と内部牽制の仕組み」「不正行為を防止

する機能を高める体制」を構築しています。

当施設においても、各社のもつコーポレートガバナンス規定、コンプライアンス規定をグルー

プとして採用し、委託先も含めルールに則った運営を行います。また、プライバシーマーク認証
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などの品質保証に関しては、認証を受けている団体の規格を最優先し、より高品質な運用を実現

します。

２個人情報保護

シンコースポーツと日本管財は、経済産業省のガイドラインに沿って構築した自らの個人情報

保護システムが、社会的に正しく機能しているかどうかの確認を受けるために、（財）日本情報

処理開発協会（JIPDEC）の審査による「プライバシーマーク」の認証を取得し、運営する全施設

においてプライバシーマーク基準による運用を実施しております。 

当グループは今後も行政の代行者という自覚のもと、「個人情報保護法」および「芦屋市個人

情報法保護条例」等関連法規を遵守し、「プライバシーマーク」基準に則した手順・マニュアル

の整備・運用の徹底により、個人情報保護・管理体制の水準維持・向上に努めてゆきます。 

３情報セキュリティ

当グループは上記プライバシーマークの申請手続きにおいて、全国の運営施設において、取扱

われる個人情報の抽出を行い、「個人情報管理台帳」における管理を開始しております。

その経験に基づき、当施設で取り扱う個人情報は具体的に利用者登録書・利用申請書・利用申

請承認書・減免申請書・備品借用申込書・教室参加者名簿・従業員名簿・関連業者一覧表・忘れ

物台帳および取得物届出書などであろうと推測しています。

当グループでは個人情報の洗い出しを徹底し、管理台帳によって利用目的・入手方法・管理責

任者・保管場所・保管期限等を適切に管理するとともに、管理体制・手順のもと、適正な取扱い

を行ってまいります。

個人情報の適正な安全保護を図るために専門的な研修を受けた個人情報保護管理責任者を配

置します（統括責任者）。

個人方法保護マネジメントシステム管理室管理室の指導のもと、管理責任者が中心となり、個

人情報取扱いマニュアルや規則の作成・改訂、有事の対策を行うことで、情報管理体制の水準維

持・向上に努めていきます。

他のスタッフに対しても、統括責任者の指示・監修のもと、個人情報に関する研修会を定期的

に実施し、スタッフの個人情報保護に対する処理能力の向上に努めます。

４情報公開・透明性の確保

芦屋市情報公開条例に定められている、市民の知る権利を保障し、情報公開の推進を図ること

で、住民（利用者）への説明責任を全うし、施設への理解と協力を深めます。ただし、個人情報

に該当するようなセンシティブな内容等は市との協議上、全部または一部を公開しないものとし

ます。

住民に説明する責務を全うするため、年度ごとの中間報告など、定期的な情報提供・公開を行

い、住民（利用者）の理解と批判の下に公正で開かれた運営を推進します。また、利用者ヒアリ

ングやアンケートによる利用者からの評価を取り入れることで、住民（利用者）参加を促進しま

す。

内部監査及び外部評価結果については、情報公開の観点より施設のホームページや市の広報等
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に公開していきます。また、万一事故が発生した場合は、経過と結果を速やかに公開します。

施設窓口や電話での問合せに対し、原則的に全ての情報を公開することを前提にその内容に応

じた適切の提供を行います。ただし、市との協議を必要するもの、（情報開示請求の手続きを必

要するもの）に関しては、その手続き方法等を案内します。

市を介して施設情報（管理運営状況、事業内容、決算報告等）の開示請求があった場合には、

関係機関と連携し、市の指示要求のもと内容・公開方法を協議し遅滞なく情報の公開・提供を行

います。住民（利用者）に対し、条例等に定められる手続きに沿って情報公開を行い、公正で透

明性の高い運営を推進します。

５コスト削減への取組み

指定管理者に求められる経営感覚を基に、利用者ニーズに応えるサービス品質を維持しながら、

業務の効率化やマルチジョブシステムによる人員の効率化などを始め、各種事業や管理システム

の見直しによるコスト管理や、新たな事業展開の創出等、費用対効果の高い施設運営を推進しま

す。また、多くの類似施設を一元的かつ専門に管理しているというスケールメリットを活かすこ

とにより、コストの縮減と質の向上を図ります。

６環境への配慮

「省エネルギーの推進」「廃棄物のリサイクル」「資源の有効活用（節水）」の 3 つの基本方針

に基づき、環境負荷低減に取り組みます。 

その結果を検証し、PDCA サイクルにのっとった運用改善を行い、施設の長寿命化にもつながる

設備投資型の改善も導入し、提供する施設内の環境水準と省エネルギーのバランスを図りながら、

エネルギー使用量の縮減に努めます。また、環境教育活動、地域社会を巻き込んだ環境への意識

啓発を行います。 

さらに、生息サイクルにあわせた植栽管理や施設周辺の環境保全活動の実施など、自然環境の

保全と育成に配慮した管理を行います。 

芦屋市環境計画や芦屋市環境マネジメントシステムに則した取組みと同時に、当グループ構成

各社が認証を受けている環境マネジメントシステム「KEMS」を当施設としても認証取得します。 

７障がい者雇用促進

当グループ各社は、民間企業における『障害者の雇用の促進等に関する法律』に基づき、身体

障がい者・知的障がい者の雇用、社会参加へのお手伝いを行っております。当施設での障がい者

雇用に関しては、準備段階として労働環境、サポート体制を確立し、一時的な雇用ではなく施設

の従事者として長期就労ができるようなハード・ソフト面の整備を調査・実施していきます。

ハード面の整備については施設設備や形態の改善は費用負担や時間的な問題が大きく現実的

には困難であることが多く、また利用者への影響を第一に考えた検討が必要です。施設改善を絶

対条件とするのではなく障がい者本人が職場で困っていることに対し、他のスタッフが理解し工

夫して緩和していくという姿勢を大切にします。

採用に向けては面接時に通勤手段の確認やジョブコーチの支援・トライアル雇用制度の活用を

しながら多角的な判断をすることが重要です。障がい者へは特別な扱いは必要ないものの、障が



41 

いにあわせた配慮が必要になります。まずは、スタッフ間の理解から担当業務の確立（仕事に対

するモチベーションの維持・責任レベルの上昇）を行い働きやすい環境を整えることが、雇用機

会の拡充、長期安定雇用へのポイントになると考えています。また将来において障がい者スポー

ツに関するイベント企画等、大きな役割を担える意欲の高い人材を選定・採用できるよう心掛け

ていきます。

９ 収支計画                         

１指定管理業務

全国の自治体経営が厳しさを増すなかで、公の施設に対してもより効果的・効率的な運営が求

められていることを当グループは十分理解しています。当グループでは施設の管理運営に対し、

「Value for Money（VMF）：投下する対価に対して最も価値のあるサービス提供」の考えを取り
入れ、サービス水準を維持・向上させつつ効率的な運営を行ってまいります。

当施設の運営に際し、「サービス効率」「業務効率」「費用効率」の３観点からの評価により効

果的な施設運営を実施しています。同時に、「市民の健康と体力の向上を図り，青少年の健全な

育成と福祉の増進」という設置目的や、すべての市民、スポーツ団体、学校・大学、行政等が参

画し、ささえ、連携・協働を推進し、あしやスポーツ文化を創る。」のための効果的な運営も追

及します。

また、提供するサービスの向上を図り、利用者満足度の高い運営を行うためには、実際に「利

用者が何を望んでいるのか」を正確に把握することが大切です。利用者の要望を把握したうえで、

そのニーズを反映したサービスである、「利便性を向上させるサービス」「付加価値性の高いサー

ビス」「有益な情報を提供するサービス」を提供することで、利用者の満足度を高め、多くの人々

が何度も訪れる施設をつくります。

   【サービス向上の取り組み】

   ・各施設への AEDの設置・増設（２台→６台）
   ・夏期の熱中症予防対策（氷嚢やクーラーボックスの貸出等）

   ・トレーニング室のリニューアル（レイアウトの変更、新規マシンの導入等）

   ・ソーシャルメディアによる情報発信

   ・情報コーナー、コミュニティ掲示板の運用 等

２自主事業

当グループは施設で行う自主事業を「施設利用者の増加や、サービスの向上の手段である」と

考え、今まで運動や施設に興味がなかった人々に、施設に目を向けてもらうためのきっかけ作り

や、利用者を飽きさせることのないリピーター作りの手段としての意味をもった、バラエティー

豊かで気軽に参加することのできる事業を展開していきます。

また、施設でのスポーツ活動を支援する為の物販事業や人間形成において欠かすことのできな

い社会教育・生涯学習活動の一環としてセミナー方式のプログラムについても提供していきたい

と考えています。それにより今までスポーツに興味のなかった層の利用者獲得にもつなげていき
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ます。

当グループの自主事業に対するスタンスは、「施設利用者の増加」「市民サービスの向上」にあ

りますが、一方で「収益性」ついても、事業の継続を担う上でしっかりとした計画が必要と考え

ます。

また、収益には金銭的な利益だけではなく将来を見据えた人的な能力（ノウハウ）も含まれま

す。自主事業で得た収益（利益・人的能力）を、市の財政負担削減への貢献、スポーツ活動の拡

充へ向けた役割を担っていくため、人材育成や新たな事業展開への原資として使用し利用者サー

ビスの向上を図っていきます。

自主事業の実施に際しては一般利用者への影響が最小限になるように留意し、一般利用者に優

先して事業の実施枠を確保することを避けて実施いたします。

現在の利用実績に基づき、できるだけ比較的利用の少ない時間帯や施設を活用して事業を実施

します。それにより通常の利用者への影響は少なくなると同時に、閑散時に利用者を呼び込む手

段としての効果も期待できます。また、利用頻度の比較的少ない施設や、空きスペースを有効に

活用し、新たな利用促進の場所として、施設の活性化につなげます。



指定管理料 45,870,000 人件費 38,683,800
利用料収入 34,392,000 社員 27,970,600

体育館青少年センター 25,480,200 アルバイト 10,713,200

川西運動場 920,000 事務費 6,664,000
東浜公園庭球場 2,685,600 消耗品費 3,379,000

西浜公園庭球場 2,785,600 備品費 654,000

芦屋中央公園野球場 2,285,600 通信運搬費 458,000

芦屋中央公園芝生広場 235,000 印刷製本費 109,000

駐車場収入 18,160,000 広告宣伝費 545,000

体育館・青少年センター 10,000,000 賃借料（リース料） 1,465,000

芦屋中央公園 8,160,000 旅費交通費 54,000

附属設備収入 3,330,000 燃料費 -

体育館・青少年センター 2,580,000 研修費 -

屋外施設 750,000 管理費 22,094,000
スポーツ推進事業収入 119,000 修繕費 2,180,000
＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 119,000 施設補修 -

・みんなでラジオ体操 0 備品修繕 -

・パラスポーツデー 0 清掃費 -

・体力測定会 12,600 委託料 19,914,000
・かけっこ教室 22,400 清掃／植栽／警備 11,788,000

・健康きっかけ作り教室 84,000 設備保守等 8,126,000

＜スポーツ文化の推進事業＞ 0 光熱水費 19,402,000
・トップアスリートによるイベント 0 電気代 12,448,000

・スポーツ展示 0 ガス代 4,600,000

＜ささえるスポーツの推進事業＞ 0 水道代 2,354,000

・指導者養成セミナー 0 その他 9,422,000
・介護予防運動サポーター 0 雑費 -

・応急手当講習会 0 保険料 350,000

＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 0 負担金 -

・スポーツクラブフェスティバル 0 手数料 -

・各種健康相談 0 租税公課 8,380,000

自主事業収入 16,253,900 消費税 -

＜スポーツ教室事業（屋内）＞ 6,188,100 音楽著作権使用料 44,000

・介護予防教室 140,000 売上金回収サービス 648,000

・フレイル予防教室 220,000 スポーツ推進事業支出 640,000
・幼児運動教室 258,000 ＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 128,000
・小学生運動教室 283,800 ・みんなでラジオ体操 10,000

・親子体操教室 291,000 ・パラスポーツデー 50,000

・健康エアロビクス 345,600 ・体力測定会 12,000

・太極拳 561,600 ・かけっこ教室 8,000

・太極舞（タイチーダンス） 617,760 ・健康きっかけ作り教室 48,000

・キッズバレエ 475,200 ＜スポーツ文化の推進事業＞ 250,000
・レディコンディショニング 522,720 ・トップアスリートによるイベント 250,000

・フラダンスnaniAloha 475,200 ・スポーツ展示 0

・楽々ヘルスケア体操 522,720 ＜ささえるスポーツの推進事業＞ 88,000
・パーソナルトレーニング 948,500 ・指導者養成セミナー 80,000

・リコンディショニング 526,000 ・介護予防運動サポーター 4,000

＜スポーツ教室事業（屋外）＞ 3,888,000 ・応急手当講習会 4,000

・体育大好き① 344,000 ＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 174,000
・体育大好き② 344,000 ・スポーツクラブフェスティバル 30,000

・キッズテニス 320,000 ・各種健康相談 144,000

・ジュニアテニス 320,000 自主事業支出 14,619,600
・はじめてテニス 480,000 ＜スポーツ教室事業（屋内）＞ 4,694,000
・レディーステニス 480,000 ・介護予防教室 80,000

・キッズサッカー 800,000 ・フレイル予防教室 80,000

・ジュニアサッカー 800,000 ・幼児運動教室 90,000

＜文化教室事業＞ 2,539,200 ・小学生運動教室 90,000

・韓国語教室（初級） 302,400 ・親子体操教室 90,000

・韓国語教室（中級） 302,400 ・健康エアロビクス 200,000

・韓国語教室（上級） 302,400 ・太極拳 320,000

・音楽遊び教室（1・2歳） 330,000 ・太極舞（タイチーダンス） 320,000

・音楽遊び教室（2・3歳） 330,000 ・キッズバレエ 320,000

・こども英会話教室① 291,600 ・レディコンディショニング 320,000

・こども英会話教室② 291,600 ・フラダンスnaniAloha 320,000

・大人英会話教室 388,800 ・楽々ヘルスケア体操 320,000

＜イベント事業＞ 75,600 ・パーソナルトレーニング 1,355,000

・季節の料理教室 30,000 ・リコンディショニング 789,000

・夏休み宿題応援隊 9,600 ＜スポーツ教室事業（屋外）＞ 3,600,000
・フォトフレームを作ろう 6,000 ・体育大好き① 120,000

・マリンドームを作ろう 6,000 ・体育大好き② 120,000

・落ち葉アート 6,000 ・キッズテニス 560,000

・ホウキセット 6,000 ・ジュニアテニス 560,000

・バスボムを作ろう 6,000 ・はじめてテニス 560,000

・野菜スタンプを作ろう 6,000 ・レディーステニス 560,000

＜サービスプログラム事業＞ 0 ・キッズサッカー 560,000

　　・トレーニング室でのサービスプログラム提供 0 ・ジュニアサッカー 560,000

＜供用日時の変更に係る事業＞ 3,563,000 ＜文化教室事業＞ 2,192,000
　　・早朝区分開設事業 21,600 ・韓国語教室（初級） 320,000

　　・深夜区分開設事業 2,260,800 ・韓国語教室（中級） 320,000

　　・年末年始開館事業（屋内） 200,500 ・韓国語教室（上級） 320,000

　　・年末年始開館事業（屋外） 43,200 ・音楽遊び教室（1・2歳） 216,000

　　・毎月第１月曜日開館事業 514,900 ・音楽遊び教室（2・3歳） 216,000

　　・トレーニング室供用時間の延長 522,000 ・こども英会話教室① 240,000

目的外使用収入 3,747,778 ・こども英会話教室② 240,000

自動販売機設置事業 2,442,778 ・大人英会話教室 320,000

物品販売・レンタル事業 1,200,000 ＜イベント事業＞ 56,000
コピーサービス事業 105,000 ・季節の料理教室 14,000

その他収入 ・夏休み宿題応援隊 7,000

・フォトフレームを作ろう 5,000

・マリンドームを作ろう 5,000

・落ち葉アート 5,000

・ホウキセット 10,000

・バスボムを作ろう 5,000

・野菜スタンプを作ろう 5,000

＜サービスプログラム事業＞ 1,262,400
　　・トレーニング室でのサービスプログラム提供 1,262,400

＜供用日時の変更に係る事業＞ 2,815,200
　　・早朝区分開設事業 36,000

　　・深夜区分開設事業 1,200,000

　　・年末年始開館事業（屋内） 351,000

　　・年末年始開館事業（屋外） 38,400

　　・毎月第１月曜日開館事業 772,200

　　・トレーニング室供用時間の延長 417,600

目的外使用収支出 1,323,278
自動販売機設置事業 103,875

物品販売・レンタル事業 1,115,125

コピーサービス事業 104,278

一般管理費 9,024,000
収入合計 121,872,678 支出合計 121,872,678
収支差額 430

収入 支出

１０　指定管理業務収支予算　（体育館・青少年センター他屋外施設）



指定管理料 44,767,000 人件費 28,716,200
利用料収入 25,480,200 社員 19,921,600

体育館青少年センター 25,480,200 アルバイト 8,794,600

駐車場収入 10,000,000 事務費 4,317,000
体育館・青少年センター 10,000,000 消耗品費 2,365,000

附属設備収入 2,580,000 備品費 458,000

体育館・青少年センター 2,580,000 通信運搬費 321,000

スポーツ推進事業収入 96,600 印刷製本費 76,000

＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 96,600 広告宣伝費 382,000

・パラスポーツデー 0 賃借料（リース料） 677,000

・体力測定会 12,600 旅費交通費 38,000

・健康きっかけ作り教室 84,000 燃料費 -

＜スポーツ文化の推進事業＞ 0 研修費 -

・スポーツ展示 0 管理費 21,267,000
＜ささえるスポーツの推進事業＞ 0 修繕費 1,526,000

・指導者養成セミナー 0 施設補修 -

・介護予防運動サポーター 0 備品修繕 -

・応急手当講習会 0 清掃費 -

＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 0 委託料 19,741,000
・スポーツクラブフェスティバル 0 清掃／植栽／警備 11,788,000

・各種健康相談 0 設備保守等 7,953,000

自主事業収入 12,322,700 光熱水費 17,026,000
＜スポーツ教室事業（屋内）＞ 6,188,100 電気代 10,246,000

・介護予防教室 140,000 ガス代 4,600,000

・フレイル予防教室 220,000 水道代 2,180,000

・幼児運動教室 258,000 その他 7,005,000
・小学生運動教室 283,800 雑費 -

・親子体操教室 291,000 保険料 220,000

・健康エアロビクス 345,600 負担金 -

・太極拳 561,600 手数料 -

・太極舞（タイチーダンス） 617,760 租税公課 6,428,000

・キッズバレエ 475,200 消費税 -

・レディコンディショニング 522,720 音楽著作権使用料 33,000

・フラダンスnaniAloha 475,200 売上金回収サービス 324,000

・楽々ヘルスケア体操 522,720 スポーツ推進事業支出 372,000
・パーソナルトレーニング 948,500 ＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 110,000

・リコンディショニング 526,000 ・パラスポーツデー 50,000

＜文化教室事業＞ 2,539,200 ・体力測定会 12,000

・韓国語教室（初級） 302,400 ・健康きっかけ作り教室 48,000

・韓国語教室（中級） 302,400 ＜スポーツ文化の推進事業＞ 0

・韓国語教室（上級） 302,400 ・スポーツ展示 0

・音楽遊び教室（1・2歳） 330,000 ＜ささえるスポーツの推進事業＞ 88,000

・音楽遊び教室（2・3歳） 330,000 ・指導者養成セミナー 80,000

・こども英会話教室① 291,600 ・介護予防運動サポーター 4,000

・こども英会話教室② 291,600 ・応急手当講習会 4,000

・大人英会話教室 388,800 ＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 174,000

＜イベント事業＞ 75,600 ・スポーツクラブフェスティバル 30,000

・季節の料理教室 30,000 ・各種健康相談 144,000

・夏休み宿題応援隊 9,600 自主事業支出 10,981,200
・フォトフレームを作ろう 6,000 ＜スポーツ教室事業（屋内）＞ 4,694,000
・マリンドームを作ろう 6,000 ・介護予防教室 80,000

・落ち葉アート 6,000 ・フレイル予防教室 80,000

・ホウキセット 6,000 ・幼児運動教室 90,000

・バスボムを作ろう 6,000 ・小学生運動教室 90,000

・野菜スタンプを作ろう 6,000 ・親子体操教室 90,000

＜サービスプログラム事業＞ 0 ・健康エアロビクス 200,000

　　・トレーニング室でのサービスプログラム提供 0 ・太極拳 320,000

＜供用日時の変更に係る事業＞ 3,519,800 ・太極舞（タイチーダンス） 320,000

　　・早朝区分開設事業 21,600 ・キッズバレエ 320,000

　　・深夜区分開設事業 2,260,800 ・レディコンディショニング 320,000

　　・年末年始開館事業（屋内） 200,500 ・フラダンスnaniAloha 320,000

　　・毎月第１月曜日開館事業 514,900 ・楽々ヘルスケア体操 320,000

　　・トレーニング室供用時間の延長 522,000 ・パーソナルトレーニング 1,355,000

目的外使用収入 3,020,020 ・リコンディショニング 789,000

自動販売機設置事業 1,715,020 ＜文化教室事業＞ 2,192,000
物品販売、レンタル事業 1,200,000 ・韓国語教室（初級） 320,000

コピーサービス事業 105,000 ・韓国語教室（中級） 320,000

その他収入 ・韓国語教室（上級） 320,000

・音楽遊び教室（1・2歳） 216,000

・音楽遊び教室（2・3歳） 216,000

・こども英会話教室① 240,000

・こども英会話教室② 240,000

・大人英会話教室 320,000

＜イベント事業＞ 56,000
・季節の料理教室 14,000

・夏休み宿題応援隊 7,000

・フォトフレームを作ろう 5,000

・マリンドームを作ろう 5,000

・落ち葉アート 5,000

・ホウキセット 10,000

・バスボムを作ろう 5,000

・野菜スタンプを作ろう 5,000

＜サービスプログラム事業＞ 1,262,400
・トレーニング室でのサービスプログラム提供 1,262,400

＜供用日時の変更に係る事業＞ 2,776,800
　　・早朝区分開設事業 36,000

　　・深夜区分開設事業 1,200,000

　　・年末年始開館事業（屋内） 351,000

　　・毎月第１月曜日開館事業 772,200

　　・トレーニング室供用時間の延長 417,600

目的外使用支出 1,310,120
自動販売機設置事業 90,717

物品販売、レンタル事業 1,115,125

コピーサービス事業 104,278

一般管理費 7,272,000
収入合計 98,266,520 支出合計 98,266,520
収支差額 440

１０　指定管理業務収支予算　（体育館・青少年センター）
収入 支出



指定管理料 1,103,000 人件費 9,967,600
利用料収入 8,911,800 社員 8,049,000

川西運動場 920,000 アルバイト 1,918,600

東浜公園 2,685,600 事務費 2,347,000
西浜公園 2,785,600 消耗品費 1,014,000

芦屋中央公園野球場 2,285,600 備品費 196,000

芦屋中央公園芝生広場 235,000 通信運搬費 137,000

駐車場収入 8,160,000 印刷製本費 33,000

芦屋中央公園 8,160,000 広告宣伝費 163,000

附属設備収入 750,000 賃借料（リース料） 788,000

川西運動場、東浜公園、西浜公園及び芦屋中央公園優良公園施設 750,000 旅費交通費 16,000

スポーツ推進事業収入 22,400 燃料費 -

＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 22,400 研修費 -

・みんなでラジオ体操 0 管理費 827,000
・かけっこ教室 22,400 修繕費 654,000

＜スポーツ文化の推進事業＞ 0 施設補修 -

・トップアスリートによるイベント 0 備品修繕 -

＜ささえるスポーツの推進事業＞ 0 清掃費 -

＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 0 委託料 173,000
自主事業収入 3,931,200 清掃／植栽／警備 -

＜スポーツ教室事業（屋外）＞ 3,888,000 設備保守等 173,000

・体育大好き① 344,000 光熱水費 2,376,000
・体育大好き② 344,000 電気代 2,202,000

・キッズテニス 320,000 ガス代 -

・ジュニアテニス 320,000 水道代 174,000

・はじめてテニス 480,000 その他 2,417,000
・レディーステニス 480,000 雑費 -

・キッズサッカー 800,000 保険料 130,000

・ジュニアサッカー 800,000 負担金 -

＜供用日時の変更に係る事業＞ 43,200 手数料 -

　　・年末年始開館事業（屋内） 43,200 租税公課 1,952,000

目的外使用収入 727,758 消費税 -

自動販売機設置事業 727,758 音楽著作権使用料 11,000

その他 売上金回収サービス 324,000

スポーツ推進事業支出 268,000
＜ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂの推進事業＞ 18,000

・みんなでラジオ体操 10,000

・かけっこ教室 8,000

＜スポーツ文化の推進事業＞ 250,000
・トップアスリートによるイベント 250,000

＜ささえるスポーツの推進事業＞ 0
＜ｽﾎﾟｰﾂ団体、学校・大学、行政等における連携・協働の推進事業＞ 0
自主事業支出 3,638,400
＜スポーツ教室事業（屋外）＞ 3,600,000

・体育大好き① 120,000

・体育大好き② 120,000

・キッズテニス 560,000

・ジュニアテニス 560,000

・はじめてテニス 560,000

・レディーステニス 560,000

・キッズサッカー 560,000

・ジュニアサッカー 560,000

＜供用日時の変更に係る事業＞ 38,400
　　・年末年始開館事業（屋内） 38,400

目的外使用収支出 13,158
自動販売機設置事業 13,158

一般管理費 1,752,000

収入合計 23,606,158 支出合計 23,606,158
収支差額

45

収入 支出

0

１０　指定管理業務収支予算　（屋外施設）



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 345,600 人件費 200,000

　＠8,640円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 200,000

＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 345,600 支出合計 200,000

収支差額

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

145,600

収　入 支　出

１１　自主事業収支予算

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

「健康エアロビクス」



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 561,600 人件費 320,000

　＠14,040円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 561,600 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「太極拳」

収　入 支　出

241,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 617,760 人件費 320,000

　＠14,040円×44名 給与等

（１期11名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 617,760 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「太極舞（タイチーダンス）」

収　入 支　出

297,760

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 475,200 人件費 320,000

　＠11,880円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 475,200 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「キッズバレエ」

収　入 支　出

155,200

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 522,720 人件費 320,000

　＠11,880円×44名 給与等

（１期11名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 522,720 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「レディコンディショニング」

収　入 支　出

202,720

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 475,200 人件費 320,000

　＠11,880円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 475,200 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「フラダンスｎａｎｉＡｌｏｈａ」

収　入 支　出

155,200

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 522,720 人件費 320,000

　＠11,880円×44名 給与等

（１期11名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 522,720 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「楽々セルフケア体操」

収　入 支　出

202,720

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 140,000 人件費 80,000

　＠5,000円×28名 給与等

（１期７名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 80,000

＠2,000円×40回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 140,000 支出合計 80,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「介護予防教室」

収　入 支　出

60,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 220,000 人件費 80,000

　＠5,000円×44名 給与等

（１期11名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 80,000

＠2,000円×40回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 220,000 支出合計 80,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「フレイル予防教室」

収　入 支　出

140,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 258,000 人件費 90,000

　＠8,600円×30名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 90,000

＠2,000円×30回　＠1,000円×30回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 258,000 支出合計 90,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「幼児運動教室」

収　入 支　出

168,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 283,800 人件費 90,000

　＠8,600円×33名 給与等

（１期11名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 90,000

＠2,000円×30回　＠1,000円×30回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 283,800 支出合計 90,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「小学生運動教室」

収　入 支　出

193,800

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 291,000 人件費 90,000

　＠9,700円×30組 給与等

（１期10組の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 90,000

＠2,000円×30回　＠1,000円×30回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 291,000 支出合計 90,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「親子体操教室」

収　入 支　出

201,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 948,500 人件費 1,355,000

　＠3,500円×271名 給与等

（社員人件費）※指導手当て 1,355,000

＠5,000円×271回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 948,500 支出合計 1,355,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「パーソナルトレーニング」

収　入 支　出

-406,500

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋内） （単位：円）

受講料 526,000 人件費 789,000

　＠2,000円×263名 給与等

（社員人件費）※指導手当て 789,000

＠3,000円×263回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 526,000 支出合計 789,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「リコンディショニング」

収　入 支　出

-263,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 344,000 人件費 120,000

　＠8,600円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 120,000

＠2,000円×40回　＠1,000円×40回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 344,000 支出合計 120,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「体育大好き①」

収　入 支　出

224,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 344,000 人件費 120,000

　＠8,600円×40名 給与等

（１期10名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て 120,000

＠2,000円×40回　＠1,000円×40回

（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 344,000 支出合計 120,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「体育大好き②」

収　入 支　出

224,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 320,000 人件費 560,000

　＠10,000円×32名 給与等

（１期８名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 320,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「キッズテニス」

収　入 支　出

-240,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 320,000 人件費 560,000

　＠10,000円×32名 給与等

（１期８名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 320,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「ジュニアテニス」

収　入 支　出

-240,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 480,000 人件費 560,000

　＠15,000円×32名 給与等

（１期８名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 480,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「はじめてテニス」

収　入 支　出

-80,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 480,000 人件費 560,000

　＠15,000円×32名 給与等

（１期８名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 480,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「レディーステニス」

収　入 支　出

-80,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 800,000 人件費 560,000

　＠10,000円×80名 給与等

（１期20名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 800,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「キッズサッカー」

収　入 支　出

240,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



スポーツ教室事業（屋外） （単位：円）

受講料 800,000 人件費 560,000

　＠10,000円×80名 給与等

（１期20名の参加者を想定） （社員人件費）※指導手当て

（パート代）

（外部インストラクター代） 560,000

＠9,000円×40回　＠5,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 800,000 支出合計 560,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「ジュニアサッカー」

収　入 支　出

240,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 302,400 人件費 320,000

　＠10,800円×28名 給与等

（１期７名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 302,400 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「韓国語教室（初級）」

収　入 支　出

-17,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 302,400 人件費 320,000

　＠10,800円×28名 給与等

（１期７名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 302,400 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「韓国語教室（中級）」

収　入 支　出

-17,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 302,400 人件費 320,000

　＠10,800円×28名 給与等

（１期７名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 302,400 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「韓国語教室（上級）」

収　入 支　出

-17,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 330,000 人件費 216,000

　＠8,250円×40組 給与等

（１期10組の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 216,000

＠6,000円×36回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 330,000 支出合計 216,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「音楽遊び教室（１・２歳）」

収　入 支　出

114,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 330,000 人件費 216,000

　＠8,250円×40組 給与等

（１期10組の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 216,000

＠6,000円×36回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 330,000 支出合計 216,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「音楽遊び教室（２・３歳）」

収　入 支　出

114,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 291,600 人件費 240,000

　＠10,800円×27名 給与等

（１期９名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 240,000

＠8,000円×30回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 291,600 支出合計 240,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「こども英会話教室①」

収　入 支　出

51,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 291,600 人件費 240,000

　＠10,800円×27名 給与等

（１期９名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 240,000

＠8,000円×30回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 291,600 支出合計 240,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「こども英会話教室②」

収　入 支　出

51,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



文化教室事業 （単位：円）

受講料 388,800 人件費 320,000

　＠10,800円×36名 給与等

（１期９名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 320,000

＠8,000円×40回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 388,800 支出合計 320,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「大人英会話教室」

収　入 支　出

68,800

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 30,000 人件費 14,000

　＠5,000円×６名 給与等

（１開催３名の参加者を想定） （社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 14,000

＠7,000円×２回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 30,000 支出合計 14,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「季節の料理教室」

収　入 支　出

16,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 9,600 人件費 7,000

　＠800円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 7,000

＠7,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 9,600 支出合計 7,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「夏休み宿題応援隊」

収　入 支　出

2,600

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 5,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 5,000

＠5,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 5,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「フォトフレーム作り」

収　入 支　出

1,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 5,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 5,000

＠5,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 5,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「マリンドームを作ろう」

収　入 支　出

1,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 5,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 5,000

＠5,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 5,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「落ち葉アート」

収　入 支　出

1,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 10,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 10,000

＠10,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 10,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「ほうきセットを作ろう」

収　入 支　出

-4,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 5,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 5,000

＠5,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 5,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「冬もあったかバスボム作り」

収　入 支　出

1,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



イベント事業 （単位：円）

受講料 6,000 人件費 5,000

　＠500円×12名 給与等

（社員人件費）

（パート代）

（外部インストラクター代） 5,000

＠5,000円×１回

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 6,000 支出合計 5,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

「野菜スタンプで遊ぼう」

収　入 支　出

1,000

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



サービスプログラム事業 （単位：円）

受講料 0 人件費 1,262,400

給与等

（社員人件費）※指導手当て 211,200

（パート代）

（外部インストラクター代） 1,051,200

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 0 支出合計 1,262,400

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

収　入 支　出

-1,262,400

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。

トレーニング室でのサービスプログラム提供



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 21,600 人件費 36,000

体育館使用料＠3,600円×2時間×3日間 21,600 給与等 36,000

体育館使用料＠　　0円×2時間×7日間 0 （社員人件費）＠1,800円×2時間×10日間 36,000

　（減免想定）
（パート代）

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 21,600 支出合計 36,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

早朝区分開設事業

収　入 支　出

-14,400

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 2,260,800 人件費 1,200,000

体育館全面使用料＠14,400円× 10回 144,000 給与等 1,200,000

体育館半面使用料＠ 7,200円×200回 1,440,000 （社員人件費）＠1,800円×2時間×200回 720,000

体育館全面使用料＠10,800円× 20回 （減免70％） 201,600 （パート代）　＠1,200円×2時間×200回 480,000

体育館半面使用料＠ 5,040円× 20回 （減免70％） 100,800 （外部インストラクター代）

体育館全面使用料＠ 4,320円× 30回 （減免30％） 129,600 社会保険料等

体育館半面使用料＠ 2,160円× 30回 （減免30％） 64,800 （福利厚生費等）

柔道場使用料　　＠ 3,000円× 30回 90,000 事務費

剣道場使用料　　＠ 3,000円× 30回 90,000 消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 2,260,800 支出合計 1,200,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

深夜区分開設事業

収　入 支　出

1,060,800

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 200,500 人件費 351,000

体育館全面使用料（午前）＠10,200円×5回 51,000 給与等 351,000

体育館半面使用料（午後）＠ 5,100円×5回 25,500 （社員人件費）＠1,800円×13時間×5日 117,000

体育館半面使用料（午後）＠ 5,100円×5回 25,500 （パート代）　＠1,200円×13時間×5日×3名 234,000

体育館半面使用料（夜間）＠10,200円×5回 51,000 （外部インストラクター代）

柔道場使用料（午後）＠1,700円×1回 1,700 社会保険料等

柔道場使用料（夜間）＠4,200円×1回 4,200 （福利厚生費等）

剣道場使用料（午後）＠1,700円×1回 1,700 事務費

剣道場使用料（夜間）＠4,200円×1回 4,200 消耗品費

多目的室③使用料（午前）＠2,000円×1回 2,000 備品費

多目的室③使用料（午後）＠2,000円×2回 4,000 通信費

多目的室③使用料（午後）＠2,000円×1回 2,000 印刷費

多目的室③使用料（夜間）＠3,400円×2回 6,800 広告宣伝費

第１研修室使用料（午前）＠1,300円×1回 1,300 賃借料

第１研修室使用料（午後）＠1,300円×1回 1,300 交通費

第１研修室使用料（午後）＠1,300円×1回 1,300 燃料費

第１研修室使用料（夜間）＠2,000円×1回 2,000 管理費

トレーニング市内使用料＠300円×10名× 5日 15,000 委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 200,500 支出合計 351,000

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

年末年始開館事業（屋内）

収　入 支　出

-150,500

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 43,200 人件費 38,400

東浜公園庭球場使用料＠1,200円×12回 14,400 給与等 38,400

西浜公園庭球場使用料＠1,200円×12回 14,400 （社員人件費）

中央公園野球場使用料＠3,600円× 4回 14,400 （パート代）　＠1,200円×8時間×4日×1名 38,400

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 43,200 支出合計 38,400

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

年末年始開館事業（屋外）

収　入 支　出

4,800

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 514,900 人件費 772,200

体育館全面使用料（午前）＠10,200円×11回 112,200 給与等 772,200

体育館半面使用料（午後）＠ 5,100円×11回 56,100 （社員人件費）＠1,800円×13時間×11日 257,400

体育館半面使用料（午後）＠ 5,100円×11回 56,100 （パート代）　＠1,200円×13時間×11日×3名 514,800

体育館半面使用料（夜間）＠10,200円×11回 112,200 （外部インストラクター代）

柔道場使用料（午後）＠1,700円×3回 5,100 社会保険料等

柔道場使用料（夜間）＠4,200円×3回 12,600 （福利厚生費等）

剣道場使用料（午後）＠1,700円×2回 3,400 事務費

剣道場使用料（夜間）＠4,200円×3回 12,600 消耗品費

多目的室③使用料（午前）＠2,000円×5回 10,000 備品費

多目的室③使用料（午後）＠2,000円×6回 12,000 通信費

多目的室③使用料（午後）＠2,000円×5回 10,000 印刷費

多目的室③使用料（夜間）＠3,400円×6回 20,400 広告宣伝費

第１研修室使用料（午前）＠1,300円×5回 6,500 賃借料

第１研修室使用料（午後）＠1,300円×6回 7,800 交通費

第１研修室使用料（午後）＠1,300円×5回 6,500 燃料費

第１研修室使用料（夜間）＠2,000円×6回 12,000 管理費

トレーニング市内使用料＠300円×12名×11日 39,600 委託費

トレーニング市外使用料＠600円× 3名×11日 19,800 光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 514,900 支出合計 772,200

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

毎月第１月曜日開館事業

収　入 支　出

-257,300

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。



供用日時の変更に係る事業 （単位：円）

施設使用料 522,000 人件費 417,600

市内使用料＠300円×3名×348日 313,200 給与等 417,600

市外使用料＠600円×1名×348日 208,800 （社員人件費）

（パート代）　＠1,200円×1時間×348日 417,600

（外部インストラクター代）

社会保険料等

（福利厚生費等）

事務費

消耗品費

備品費

通信費

印刷費

広告宣伝費

賃借料

交通費

燃料費

管理費

委託費

光熱水費

電気代（自主事業分）

ガス代（自主事業分）

水道代（自主事業分）

その他

租税公課

消費税

収入合計 522,000 支出合計 417,600

収支差額

　※２　自主事業の費用として発生しており，明確に切り分けが可能な費目については，できる限り計上

　　　　すること。

　※３　納付する消費税は，税込経理方式の場合，｢租税公課｣で処理し，税抜経理方式の場合，｢消費税｣

　　　　で処理。

１１　自主事業収支予算

トレーニング室供用時間の延長

収　入 支　出

104,400

　※１　指定管理業務収支予算と重複しないよう注意すること。


































































































